
●平成 23 年 12 月 15 日号　●伊万里市役所 総務部情報広報課 発行 12
2011
（平成23年）

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　市民の皆さんが、安心して明るい新年を迎えら

れるよう、地元消防団が火災を防止するため夜間

巡回を行います。なお、期間中は巡回とともに、

午後９時に警鐘やサイレンを鳴らしますので、火

の元の点検をお願いします。

▶期　間　12 月 28 日（水）〜 30 日（金）

▶時　間　午後８時〜午前２時

　『安全・安心のまちづくり』をめざし、伊万里市消

防出初式を行います。皆さん、ぜひご参観ください。

▶日　時　平成 24 年１月８日（日）

　　　　　午前８時 30 分〜

▶会　場　市消防本部訓練場

※雨天時は、市民会館で午前９時から行います

■問合先　消防本部消防団係（　 ☎㉓２１１６）

年末警戒と出初式のお知らせ伊万里市消防団

年
末
警
戒

出
初
式

　
市
の
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の

基
本
計
画
で
あ
る
高
齢
者
福
祉
計

画
は
、
介
護
保
険
事
業
と
の
整
合

性
を
図
る
た
め
、
介
護
保
険
事
業

運
営
の
基
本
計
画
と
な
る
介
護
保

険
事
業
計
画
と
同
時
に
見
直
す
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
年
度
中
に
平

成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

◆意見提出をお願いする資料
　伊万里市第２次高齢者福祉計画及び第

５期介護保険事業計画（骨子）
◆意見募集期間
　12 月 27 日（火）〜１月 26 日（木）
◆骨子の公表先・入手先
①長寿社会課または情報広報課市民サー

ビス係
②各町公民館または市民図書館
③市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp
◆意見の提出方法　意見は、住所・氏名
（または団体）を明記のうえ次のいずれ
かの方法により提出してください。

①電子メール　
　choujushakai@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501
　伊万里市立花町 1355-1
　伊万里市役所　長寿社会課　あて
③直接提出　骨子の公表先①または②へ

提出してください（年末年始など、各
施設の閉庁日を除きます）

④ファックス　０９５５㉒７８４４
◆問合先　長寿社会課介護給付係

（　 ☎㉓２１５４）

の
『
伊
万
里
市
第
２
次
高
齢
者
福

祉
計
画
及
び
第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。

　
今
後
、
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む

と
見
込
ま
れ
る
な
か
で
、
高
齢
者

が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

パブリックコメント案内

※この計画策定に当たっては、『伊万里
市高齢者福祉計画等策定委員会』を
設け、各分野の代表から推薦された
委員の皆さんで審議されています

『
伊
万
里
市
第
２
次
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び

　
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
』
の
策
定
に
つ
い
て

で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
要
望
を

ふ
ま
え
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
や

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
重
点
を

置
い
た
事
業
が
定
着
す
る
よ
う
に

新
た
な
事
業
展
開
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
健
や
か

な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
な
生
き

が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
ま
た
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
す
た
め
の
計
画
と
な
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
健
や
か
に
暮
ら
し
、
ま
た
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
生
き
が

い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
の
計
画
づ
く
り
を
行
う
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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【
１
月
】

◆『
就
活
支
援
室
』
を
県
内
自
治
体
で
初
め
て
新
設
（
１
日
）

◆『
伊
万
里
え
び
す
祭
』
開
催
（
９
日
）

◆『
女ひ
と

と
男ひ
と

き
ら
め
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
10
周
年
）』
開
催
（
23
日
）

◆
国
見
中
学
校
全
面
改
築
、
落
成
式
（
27
日
）

◆
伊
万
里
運
動
広
場
が
完
成
（
29
日
）

◆
第
64
回
東
西
松
浦
駅
伝
で
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
伊
万
里
が
２
連
覇
達
成
（
30
日
）

【
２
月
】

◆『
食
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
開
催
（
６
日
）

◆『
第
１
回
小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゲ
ー
ム
』
開
催
（
11
日
）

◆『
住
宅
防
火
対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
開
催
（
13
日
）

◆
第
51
回
県
内
一
周
駅
伝
大
会
・
伊
万
里
市
総
合
３
位
（
18
～
20
日
）

◆
松
尾
勝
馬
さ
ん
が
伊
万
里
牛
６
４
０
㌔
を
市
に
寄
贈
（
21
日
）

◆
伊
万
里
市
広
報
ラ
ジ
オ
番
組
『
い
ま
ド
キ
伊
万
里
』
放
送
開
始
（
25
日
）

【
３
月
】

◆『
全
国
造
園
技
能
競
技
大
会
』
で
市
の
チ
ー
ム
が
金
賞
受
賞（
３
～
５
日
）

◆『
黒
澤
明
記
念
館
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
』
閉
館
（
６
日
）

◆『
震
災
支
援
課
』
を
設
置
（
18
日
）

◆
国
道
４
９
８
号
大
坪
バ
イ
パ
ス
が
開
通
（
21
日
）

【
４
月
】

◆『
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
』
運
用
開
始
（
１
日
）

◆『
被
災
地
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
陸
上
教
室
』
開
催
（
２
日
）

◆『
歩
き
た
く
な
る
街
・
伊
万
里
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
１
』
開
催
（
３
日
）

◆『
森
永
太
一
郎
物
語
』
６
０
０
冊
が
市
に
寄
贈
（
19
日
）

◆
伊
万
里
市
議
会
議
員
選
挙
（
24
日
）

◆『
御ご
と
う
き
か
た
て
お
ぼ
え

陶
器
方
手
覚
』
を
市
重
要
文
化
財
に
指
定
（
27
日
）

【
５
月
】

◆
滝
川
内
で
『
つ
つ
じ
祭
り
』、川
内
野
で
『
親
子
ピ
ザ
窯
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
』

開
催
（
５
日
）

◆
伊
万
里
富
士
同
窓
会
な
ど
が
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
の
た
め
の
協
賛

金
１
０
０
万
円
を
寄
付
（
18
日
）

◆
市
武
術
太
極
拳
連
盟
設
立
20
周
年
記
念
大
会
開
催
（
29
日
）

【
６
月
】

◆『
全
国
ナ
シ
研
究
大
会
』
開
催
（
12
～
13
日
）

◆『
大
規
模
な
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
』
を
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
と
締
結
（
30
日
）

　2011年もあとわずかで暮れようとしています。
　あなたにとってこの１年はどんな年でしたか。楽し
かったこと、辛かったこと、2011年（平成 23年）は、
あなたの周りでいろいろなことがあったことでしょう。
　私たちの住む、この伊万里市でもいろいろな出来事
や話題がありました。ここでは、2011 年という年が
伊万里市にとってどんな１年だったのか、主な出来事
や話題を『広報伊万里』とともに振り返ってみます。

２
０
１
１
年
の
主
な
出
来
事

写
真
❶

写
真
❷

写
真
❸

写
真
❹

写
真
❺

写
真
❻

写
真
❼

写
真
❽

123

456

789

新しい学舎完成

新たな憩いの場

住宅防火対策を推進

12年の歴史に幕

被災者支援のため

交通アクセスの向上

栽培技術向上の契機

国との連携強化

全国３位！輝く栄冠

この１年この１年

『広報伊万里』で振り返る2011
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【
７
月
】

◆『
心
ふ
れ
あ
い
う
た
フ
ェ
ス
タ
』
開
催
（
３
日
）

◆
立
花
小
学
校
が
『
第
45
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
佐
賀
県
大
会
』
で
３

位
入
賞
（
９
日
）

◆
黒
川
小
学
校
が
『
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
相
撲
大
会
』
で
初
優
勝
（
17
日
）

◆
小
村
凜り

ん
ぺ
い平

さ
ん
が
『
２
０
１
１
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
級
ア
ジ
ア
選
手
権
大

会
』
に
出
場
（
22
～
30
日
）

【
８
月
】

◆
伊
万
里
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
が
『
第
33
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
』
で
３
位
入
賞
（
５
～
８
日
）

◆『
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
２
０
１
１
』
開
催
（
７
日
）

◆『
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
（
Ｍ
Ｊ
Ｑ
）』
の
コ
ン
サ

ー
ト
開
催
。
伊
万
里
高
校
吹
奏
楽
部
が
共
演
（
18
日
）

◆『
２
０
１
１
同
和
問
題
講
演
会
』
開
催
、こ
ま
ど
り
姉
妹
が
講
演
（
26
日
）

◆『
防
災
講
演
会
』
開
催
（
28
日
）

【
９
月
】

◆『
救
急
優
良
事
業
所
認
定
制
度
』
が
ス
タ
ー
ト
（
９
日
）

◆『
伊
万
里
牛
喰く

う
て
お
ら
ぼ
う
ｉ
ｎ
大
平
山
』
開
催
（
23
日
）

◆
株
式
会
社
川
原
と
立
地
協
定
を
締
結
（
29
日
）

【
10
月
】

◆『
馬う
ま
ん
か
し
ら
い
せ
き

ノ
頭
井
堰
』
構
築
４
０
０
年
祭
開
催
（
４
日
）

◆
伊
万
里
商
業
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
男
子
が
、
第
66
回
国
民
体
育
大
会
で
４

位
入
賞
（
６
～
10
日
）

◆『
伊
万
里
牛
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
列
車
』
運
行
（
８
～
１0
日
）

◆
香
港
の
日
本
フ
ェ
ア
で
伊
万
里
梨
を
販
売
（
13
日
～
27
日
）

◆
伊
万
里
市
が
全
国
連
合
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
協
議
会
総
会
に
お
い

て
法
務
大
臣
か
ら
理
事
者
表
彰
受
賞
（
19
日
）

◆
い
ま
り
秋
祭
り
、
伊
万
里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
開
催
（
23
日
）

【
11
月
】

◆
黒
澤
明
記
念
館
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
跡
に
『
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番

館
』
開
館
（
３
日
）

◆『
ス
イ
ー
ツ
・
ル
ー
ツ
伊
万
里
フ
ェ
ス
タ
』
開
催
（
５
～
６
日
）

◆
第
50
回
伊
万
里
市
文
化
祭
・
合
同
芸
能
発
表
会
開
催
（
６
日
）

◆
伊
万
里
港
が
『
日
本
海
側
拠
点
港
』
に
選
定
（
11
日
）

◆『
佐
賀
県
原
子
力
防
災
訓
練
』
開
催
（
20
日
）

写
真
⓬

写
真
⓭

写
真
⓮

写
真
⓯

写
真
⓰

写
真
⓱

写
真
❾

写
真
❿

写
真
⓫

写
真
⓳

写
真
⓲

1011

19 18

12

13

1516 14

17

差別の無いまちへ

本場のジャズで魅了防災力を高めるため

伊万里牛をＰＲ

活性化のシンボルに

日本海側拠点港に

有事に備え参加

奉納トンテントン 団地での事業拡張

伊万里市の伊万里市の

おぼえていますか？いろいろな出来事

中国へ販路拡大
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家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
女
性
や
子
ど
も
・

高
齢
者
へ
の
虐
待
、
差
別
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●

日
　
時
　

　
平
成
24
年
１
月
４
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

担
　
当
　
人
権
擁
護
委
員

泉
　
　
澄
子 

氏

金
子
　
義
弘 

氏

●

問
合
先
　

　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
　
☎
㉓
２
４
９
２
）

　
高
校
や
短
大
、
大
学
、
大
学
院
、

専
修
学
校
な
ど
に
入
学
・
在
学
す

る
人
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
国

の
教
育
ロ
ー
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

世
帯
の
年
間
収
入
や
子
ど
も
の
人

数
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●

融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
に

　
つ
き
３
０
０
万
円
以
内
（
融
資

　
限
度
内
で
重
複
利
用
可
能
）

●

返
済
期
間
　
15
年
以
内

　（
交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子

　
家
庭
の
人
は
18
年
以
内
）

●

利
　
率
　
年
２
・
５
５
％
（
母
子

　
家
庭
の
場
合
は
年
２
・
１
５
％
）

（
平
成
23
年
11
月
10
日
現
在
）

●

据
置
期
間
　

　
在
学
期
間
内
で
元
金
の
返
済

を
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す

（
元
金
据
置
期
間
は
返
済
期
間

に
含
ま
れ
ま
す
）

●

返
済
方
法

　
毎
月
元
利
均
等
返
済

●

申
込
・
問
合
先

▽
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０ 
０
０ 

８
６
５
６
）

  （
☎
０
３ 

５
３
２
１ 

８
６
５
６
）

　
伊
万
里
市
で
は
、
郵
送
な
ど
に

使
用
す
る
広
告
付
公
用
封
筒
（
角

型
２
号
・
長
形
３
号
）
の
無
償
提

供
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
要
項
は
、
契
約
監
理
課
窓

口
で
配
布
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能

で
す
。

●

募
集
要
項
配
布
期
間
　

　
12
月
12
日
（
月
）
〜
平
成
24
年

　
１
月
17
日
（
火
）

●

募
集
受
付
期
間
　

　
平
成
24
年
１
月
４
日
（
水
）
〜

　
１
月
17
日
（
火
）

●

無
償
提
供
の
期
間
　
平
成
24
年

　
７
月
〜
平
成
25
年
６
月

●

申
込
・
問
合
先
　
契
約
監
理
課

　
　
　
　
　 

（
　
☎
㉓
２
１
７
６
）

●

 

募
集
コ
ー
ス
・
定
員

▽
電
気
制
御
技
術
科
　
15
人

※
お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
人
を
対

　
象
に
し
た
コ
ー
ス
で
、
訓
練
期

　
間
中
に
１
か
月
の
企
業
実
習
を

　
行
い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料

●

 

募
集
期
間
　

　
平
成
24
年
１
月
４
日
（
水
）
〜

　
２
月
３
日
（
金
）

●

 

適
性
検
査
　

　
平
成
24
年
２
月
７
日
（
火
）

●
 

面
　
接
　

ぼ
し
ゅ
う

公
用
封
筒
の
無
償

提
供
者
を
募
集
し
ま
す

お
知
ら
せ

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

（
６
か
月
コ
ー
ス
）

東
山
代
公
民
館
で

無
料
特
設
人
権
相
談

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金

を支給しています。

● 対象者　旧ソ連邦またはモンゴル国の地域に

おける戦後強制抑留者で、平成 22 年６月 16

日に日本国籍を有する存命の人

● 請求方法　当基金から送付された請求書類に

より請求してください。なお、お手元に届い

ていない場合は、ご連絡ください

● 請求受付期限　平成 24 年３月 31 日

● 問合先　（独）平和祈念事業特別基金・事業部

　特別給付金認定担当

　ナビダイヤル（☎ 0570 ｰ 059‐204）

※ＩP 電話、PHS からは（☎ 03‐5860‐2748）

へお願いします

▷受付時間　平日午前９時〜午後６時

※土・日曜、祝日は利用できません

戦後強制抑留者の皆さまへ

経済センサスｰ活動調査 平成 24 年２月１日現在で、すべての企業や事業所を対象に行います。ご協力をお願いします。

市
職
員
の

　

人
事
異
動

◆
12
月
１
日
付
け
人
事
異
動

【
課
長
級
】

◇
総
務
部
情
報
広
報
課
長（
事

　
務
取
扱
）
電
算
シ
ス
テ
ム

　
係
長
＝
古
賀
　
均

議
会
報
告

平
成
23
年
第
３
回
臨
時
会

　
平
成
24
年
２
月
13
日
（
月
）

●

 

訓
練
期
間

　
平
成
24
年
３
月
１
日
（
木
）
〜

　
８
月
28
日
（
火
）

●

 

申
込
先

　
伊
万
里
公
共
職
業
安
定
所

●

 

応
募
資
格
　

求
職
者
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り

公
共
職
業
安
定
所
長
よ
り
受
講

指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
を
受
け

た
人

※
毎
月
、
職
業
訓
練
に
関
す
る
説

　
明
や
訓
練
状
況
の
見
学
、
キ
ャ

　
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
、

　
ま
た
、
見
学
会
は
毎
日
実
施
し

　
て
い
ま
す

● 
問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐

賀
（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

　
平
成
23
年
第
３
回
臨
時
会
が
11

月
29
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回

の
臨
時
会
で
は
、
条
例
議
案
１
件

の
審
議
が
行
わ
れ
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
本
市

職
員
の
給
与
を
減
額
す
る
た
め
改

正
し
た
も
の
で
す
。

条 

例 

議 

案

4



１月の巡回日
（市民図書館 ☎㉓4646）

伊万里市民図書館 検索※図書館のホームページは

　図書館は、12 月 28 日（水）から１月３日（火）
まで休館し、１月４日（水）から通常どおり開館します。
また、ぶっくんの巡回も同じく４日から再開します。
　休館中に図書を返却したい場合は、ブックポスト
をご利用ください。なお、ＣＤやＤＶＤなどの視聴
覚資料は破損の恐れがありますので、開館時にデス
クへお返しください。
　新年も今年以上に図書館をご利用ください。

1 〜 3、9、16、23、30 日
26 日（館内整理休館）１月の休館日

日 巡 回 場 所 時　間 日 巡 回 場 所 時　間

10 日
・

24 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~
17 日

・
31 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
JA 滝野出張所 11:30~ 市 民 病 院 14:00~
国 見 公 民 館 14:00~ ケアセンターくちいし 14:50~
山 口 病 院 14:15~ 楽 寿 園 14:50~
国見団地集会所 14:50~

4 日
・

18 日
（水）

小石原公民館 11:00~

11 日
・

25 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~ 向 陽 園 14:00~
浦 之 崎 病 院 14:00~ 伊万里鍋島焼会館 14:30~
西 田 病 院 14:40~ 東 山 代 公 民 館 14:50~

5 日
・

19 日
（木）

西 光 苑 11:00~
6 日
・

20 日
（金）

波多津公民館 11:30~
ケアハウスいまり 11:30~ ほ の ぼ の 14:00~
市民センター 14:20~ JA 大 川 支 所 14:30~

13 日
・

27 日
（金）

南波多公民館 11:20~ グランパランいまり 15:20~
田 代 公 民 館 11:30~ 12 日 ひ ま わ り 園 14:00~
原屋敷公民館 13:40~ 6 日 大 川 公 民 館 14:00~
JA 前平出張所 14:10~ 20 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

13 日 デ イ な が や ま 15:00~ ※このほか保育園や小学校、会社など
を巡回しています

※滞在時間はおよそ 10 〜 20 分です27 日 やすらぎの丘 15:00~

　上方落語家の桂文
ぶ ん が

我さんを講師に
招き、語りの魅力などについて講演
会を開催します。子どもの読書活動
に関わる人など必見の講演会です。
● 日　時　平成 24 年１月 14 日( 土 )
　　　　　午前 10 時〜11 時 45 分
● 場　所　市民図書館ホール
● 演　題　『おやこ寄席の魅力』　
　　　　　〜落語で伝える物語のおもしろさ〜
● 対象者　大　人（中学生以上）
● 入場料　無　料
※託児を希望する場合は、事前に申し込みが必要です

桂文我さん講演会

年末・年始の休館のお知らせ

桂 文我 さん

【
伊
万
里
市
へ
】

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

▲
三
万
五
千
円
　
岩
永
　
篤
（
愛
知
県
刈
谷
市
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

社
会
福
祉
事
業

●

力
武
千
恵
子
（
亡
母
ハ
ル
ノ
　
　
　
　
船
屋
町
）

●

松
尾
　
勝
子
（
亡
夫
健
二
　
　
　
　
　
　
脇
田
）

●

横
田
　
信
恵
（
亡
夫
岩
雄
　
　
　
　
　
蓮
池
町
）

●

川
原
　
裕
之
（
亡
母
早
苗
　
　
　
　
　
　
白
野
）

●

古
賀
　
進
子
（
亡
夫
和
親
　
　
　
　
　
　
栄
町
）

●

馬
場
三
枝
子
（
亡
夫
日
二
見
　
　
　
　
　
〃
　
）

●

岡
﨑
ト
キ
ノ
（
亡
夫
一
夫
　
　
　
　
　
南
ヶ
丘
）

●

大
木
　
　
緑
（
亡
夫
正
義
　
　
　
新
天
町
三
区
）

●

梶
原
　
良
子
（
亡
母
ヨ
シ
子
　
黒
川
町
畑
川
内
）

●

木
下
　
雅
常
（
亡
母
愛
子
　
　
　
　
大
川
町
宿
）

●

高
添
一
月
子
（
亡
夫
彪
　
　
　
　
　
〃
　
川
西
）

●

前
田
　
正
弘
（
亡
父
勝
敏
　
　
　
　
〃
　
立
川
）

●

渕
上
　
和
敏
（
亡
父
三
男
　
　
　
　
〃
東
田
代
）

●

杉
原
　
豊
樹
（
亡
母
シ
ヅ
ヱ
　
松
浦
町
久
良
木
）

●

水
田
　
重
彦
（
亡
父
重
夫
　
　
　
東
山
代
町
里
）

●

池
田
　
邦
子
（
亡
母
千
歳
　
　
山
代
町
浦
之
崎
）

●

松
永
　
和
也
（
亡
父
秀
𠮷
　
　
　
　
〃
　
東
分
）

▲
四
万
七
千
五
百
三
円
　
カ
ラ
オ
ケ
タ
ー
坊

▲
五
千
円
　
伊
万
里
旅
行
愛
好
会

心
身
障
害
児（
者
）福
祉
基
金

●

大
林
み
ど
り
（
亡
夫
茂
人
　
　
　
　
大
川
内
山
）

【
各
公
民
館
へ
】

明
る
い
町
づ
く
り
推
進
基
金
な
ど

〔
伊
万
里
公
民
館
〕

●

力
武
千
恵
子
（
亡
母
ハ
ル
ノ
　
　
　
　
船
屋
町
）

〔
大
坪
公
民
館
〕

●

川
原
　
裕
之
（
亡
母
早
苗
　
　
　
　
　
　
白
野
）

〔
立
花
公
民
館
〕

●

松
永
由
紀
子
（
亡
叔
母
ト
シ
子
　
　
　
　
　
渚
）

〔
大
川
内
公
民
館
〕

●

大
林
み
ど
り
（
亡
夫
茂
人
　
　
　
　
大
川
内
山
）

〔
黒
川
公
民
館
〕

●

松
本
ス
エ
子
（
亡
夫
清
　
　
　
　
　
　
　
浦
潟
）

●

梶
原
　
良
子
（
亡
母
ヨ
シ
子
　
　
　
　
畑
川
内
）

〔
波
多
津
公
民
館
〕

●

中
嶋
　
栄
治
（
亡
母
高
田
ア
サ
エ
　
　
井
野
尾
）

〔
南
波
多
公
民
館
〕

●

松
尾
　
定
男
（
亡
妻
民
枝
　
　
　
　
　
　
高
瀬
）

〔
大
川
公
民
館
〕

●

木
下
　
雅
常
（
亡
母
愛
子
　
　
　
　
　
　
　
宿
）

●

高
添
一
月
子
（
亡
夫
彪
　
　
　
　
　
　
　
川
西
）

●

前
田
　
正
弘
（
亡
父
勝
敏
　
　
　
　
　
　
立
川
）

●

渕
上
　
和
敏
（
亡
父
三
男
　
　
　
　
　
東
田
代
）

〔
松
浦
公
民
館
〕

●

杉
原
　
豊
樹
（
亡
母
シ
ヅ
ヱ
　
　
　
　
久
良
木
）

〔
二
里
公
民
館
〕

●

岩
﨑
　
裕
一
（
亡
父
鐵
夫
　
　
　
　
　
　
福
母
）

〔
東
山
代
公
民
館
〕

●

水
田
　
重
彦
（
亡
父
重
夫
　
　
　
　
　
　
　
里
）

●

岸
川
　
澄
子
（
亡
夫
和
義
　
　
　
　
　
大
久
保
）

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

◎
11
月
末
締
め

●
印
は
香
典
返
し

▲
印
は
篤
志
寄
付
で
す
。

東日本大震災へのご支援、ありがとうございました。 ● 義援金 31,285,926 円（市受付分。11 月末現在）5



る
年
齢
の
人
（
平
成
10
年
４
月
２

日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▽
第
４
期
　
高
校
３
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
人
（
平
成
５
年
４
月
２

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▼
料
　
金
　
無
　
料

▼
接
種
方
法
　
接
種
日
（
指
定
日
）

の
５
日
前
ま
で
に
医
療
機
関
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
三
種
混
合
、
麻
し
ん
・
風
し
ん

の
日
程
な
ど
は
、
市
役
所
だ
よ

り
９
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
20
年
５
月
生
ま
れ

▼
日
　
時
　
１
月
19
日
（
木
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
市
民
セ
ン
タ

ー
で
す
。
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
対
　
象
　
平
成
22
年
11
月
生
ま

れ
・
平
成
23
年
４
月
生
ま
れ
・
平

成
23
年
５
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
１
月
18
日
（
水
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時

▼
会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

※
母
子
手
帳
、
予
診
票
を
ご
持
参

◆期　日　１月 16 日（月）
◆会　場　市民センター
◆対象および受付時間
○妊産婦・５か月児・10 か月児
　午前９時 30 分〜10 時 30 分
○１歳児・２歳児　午後１時〜２時
◆内　容　身体計測、むし歯予防など

◆日　時　１月 27 日（金）
▷午後５時 30 分〜６時 30 分
　母子健康手帳、妊婦健診票の発行
▷午後６時 30 分〜８時 30 分
　妊婦体験、助産師からの母乳の話
◆会　場　市民センター

◆期日および会場
▷１月 24 日（火）市民センター
▷１月 31 日（火）東山代公民館
◆時　間　午後１時 30 分〜３時
◆定　員　30 人（20 歳以上）
※事前の申し込みが必要です

◆日　時　１月 10 日（火）
　午前 10 時〜正午、午後１時〜４時
◆会　場　市民センター
※相談は予約制で、１人１時間程度

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
23
年
10
月
生
ま
れ

▼
日
　
時
　
１
月
26
日
（
木
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す
の
で
予
診
票
を
ご
持
参
く
だ

さ
い

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

パ
ッ
ク
を
お
渡
し
し
ま
す

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
22
年
６
月
生
ま
れ

▼
日
　
時
　
１
月
12
日
（
木
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
素
塗
布
を
行

い
ま
す
（
有
料
）

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

く
だ
さ
い

※
ワ
ク
チ
ン
投
与
は
１
時
30
分
か
ら

で
す
の
で
、
前
後
30
分
は
ミ
ル
ク

を
飲
ま
せ
た
り
食
べ
物
を
食
べ
さ

せ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

※
予
防
接
種
翌
日
か
ら
27
日
間

は
、
ほ
か
の
予
防
接
種
は
で
き

ま
せ
ん

▼
対
　
象
　
平
成
23
年
９
月
生
ま
れ

（
生
後
３
か
月
）
お
よ
び
継
続
接

種
の
乳
幼
児

▼
対
　
象
　

▽
第
１
期
　
生
後
12
か
月
以
上
24
か

月
未
満

▽
第
２
期
　
平
成
17
年
４
月
２
日
〜

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
第
３
期
　
中
学
１
年
生
に
相
当
す

※休日・夜間急患医療センターの夜間小児診療は、月曜日から金曜日までの午後８時から 10 時まで行っています。
まずは電話㉓９９１０で、お子さんの様子を説明し、その後に来所してください

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

急

性

灰

白

髄

炎

（
ポ
リ
オ
）
予
防
接
種

三
種
混
合
予
防
接
種

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）

　

保
健
コ
ー
ナ
ー

　

●
健
康
づ
く
り
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
☎
㉒
３
９
１
６

　年末年始の 12 月 31 日から１月
３日（午前９時〜午後５時）まで
診察します。まずは、電話連絡し
てから受診してください。

年末年始の急病時には、
『休日・夜間急患センター』を

ご利用ください！

　☎ ２３ｰ９９１０

骨密度測定と健康相談

心 の 健 康 相 談

　ご存じですか。佐賀県は、肝がんの死亡率が全国で一番高い

ということを。肝炎の治療方法などを正しく理解し、肝がんの

発生を予防するため、公開講座に参加してみませんか。

● 会　場　市民センター文化ギャラリー

● 参加費　無　料

● 講　演　

▷『Ｂ型・Ｃ型慢性肝炎と内科治療』

　講　師　有田共立病院　熊谷 貴文 医師

▷『肝がんの外科治療』

　講　師　山元記念病院　山元 謙太郎 医師

● 問合先　伊万里・有田地区医師会（☎㉓３２７０）

市民公開講座

肝臓病はこわくない

      月　　　日　　 午後２時〜４時１ 21 土

まず『知ること』
が大切です。
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